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こちらもぜひチェックしてください！
右のQRコードを読み取ると、法人ウェブサイトに
移行します。https://www.manyounosato.or.jp
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万葉の里
オープンデイ

～輝ける場・出会いの場～

特
集

ようこそ！
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万葉の里
オープンデイ令和 5年 5月より、新型コロナウイルス

の位置づけが 5類感染症へ移行し、社会全
体で様々なイベントや行事が再開される中、
万葉の里では、令和 5年 10月 8日（日）に
「万葉の里オープンデイ」という新たなイベ
ントを開催しました。
今回の特集コーナーでは、そのイベントの
様子を当日の写真と併せてお届けします。

welcome
welcome

販売コーナー
創作品や食品などの販売を行うコーナーを設けまし
た。利用者さんが活動の中で作った手ぬぐいや組みひ
もなどの創作品のほか、地域の農家から仕入れた国分
寺産の野菜などを販売し、店頭ではお金や商品の受け渡
しなどを利用者さんが行いました。

スイーツいずみのお菓子の販売に加えて、店内で飲食可能なパ
フェづくり体験を実施しました。販売したお菓子は開店から一時
間ほどで売り切れ、パフェづくり体験にはお店の外にまで順番
待ちの列ができました。

利用者さんと一緒に行う組
みひもづくり体験や、活動室
で使用している移乗リフトの
試乗など、普段の活動を体験
することができるプログラムを
企画しました。

交流サロンでは、「地域活
動支援センターつばさ紹介パ
ネル」の展示のほか、コース
ターや折り紙づくりなどの創
作体験コーナーを企画しまし
た。創作体験では、こども
から大人まで幅広い年代の
お客様が作品づくりを楽しむ
様子が見られました。

1F

2F

喫茶いずみ

太陽活動体験 つばさ交流サロン

特
集

2023

日10 8

3F

ボッチャ大会
3 階の活動室では、パラリンピックの種目の一つである、「ボッチャ」という
スポーツを開催しました。ボッチャは「年齢、性別、障がいのあるなしにかかわ
らず、すべての人が一緒に競い合えるスポーツ」とされており、会場にいる全員
が参加してボッチャを楽しみました。

輝ける場・出会いの場

13:00 ~15:00
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今回は、「普段の活動の延長線上で、利用者がホストとして
活躍する」ことをコンセプトに企画しました。利用者が普段ど
んな活動をしているかを知ってもらうことと、利用者が慣れた環
境や活動の中で来館者と交流することを意識し、各コーナーが
工夫を凝らしました。短い時間ではありましたが、来館者数は
200名を越える賑わいでした。
このような形で開催しようと思ったきっかけは、市民福祉講
座等で館内見学を行った時に、「初めて館内に入った」、「センター
には何度も来ているけど、この部屋は初めて見た」等、想像以
上に今の障害者センターを知らない方がいらっしゃるのを実感
したことです。また、コロナ禍でご家族の方も来館する機会が
減り、「普段の活動の様子がわからない」とのお声も届いていま

した。人々の交流が再開し始めた今こそ、「私たちがここで何を
しているのか」をアピールしていく必要があると思ったのです。
企画会議で、各事業から沢山の企画が発案されたのは、各
担当者が利用者の皆さんが生き生きと活動を楽しんでいる様子
や、お仕事を頑張っている姿を知っているからであり、その姿
をご家族や地域の皆さんにお伝えしたいという熱意の表れだっ
たと思います。どんな説明よりも、利用者が活躍している姿を
見ていただくことが、万葉の里を知っていただく一番良い方法だ
と思います。
今後も利用者の皆さんが主人公で輝けるようなイベントとし
て、そして、皆さんとの出会いの場として育てて参りたいと思
います。どうぞよろしくお願い致します。

はばたき：バンド演奏はばたき：バンド演奏
13:10～13:30

自立訓練事業はばたきの利
用者の皆さんが、ピアノやハン
ドベルなどの楽器を使用して、
バンド演奏を披露しました。

●普段のはばたきの活動とは違う
特別な体験ができた。
●機会があれば、またはばたきの
みんなでバンド演奏をやってみたい。

この里：フラダンスこの里：フラダンス
生活介護事業この里の利用者さんが、
日々余暇活動の一つで行っているフラダ
ンスを披露しました。イベント終盤の時
間帯ということもあり、会場に収まりき
らないほどのお客様が集まり、あたたか
な雰囲気に包まれました。

太陽：エアロビクス太陽：エアロビクス
13:45～14:30

14:40～14:50

利用者の声

生活介護事業太陽のプログラムで活動して
いる先生が講師となり、参加型のエアロビク
スを行いました。会場の全員が音楽に合わせ
て体を動かし、当日のイベント一番の盛り上
がりを見せました。

多目的室

パフォーマンスパフォーマンス
フロアフロア

利用者の皆さんが輝ける場として利用者の皆さんが輝ける場として 国分寺市障害者センター 管理者国分寺市障害者センター 管理者　伊佐素子伊佐素子
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共同生活支援事業所万葉の里

ケアホームひかり

住み慣れた国分寺で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

万
葉
万
葉

C
o

l l e c t i o n
通
っ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
国
立
駅
に
も
歩
い
て
行
け
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
自
分
で
通

所
を
し
た
り
、
休
日
に
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
様
々
な
と
こ
ろ

に
出
か
け
て
、
好
き
な
買
い
物
を
し
た
り
食
事
や
映
画
等
の
外

出
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ひ
か
り
の
地
理
的
な
環
境
を
活
か
し
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
ご
家
族
や
支
援
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
受

け
て
、
主
体
的
に
自
分
自
身
の
生
活
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、

利
用
者
の
安
心
と
自
己
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ひ
か
り
で
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
自
治
会
の
見
回
り
活
動
や
、
近

隣
で
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
に
参
加
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
取
組
の
積
み
重
ね
も
あ
り
、
最
近
は
利
用
者
か
ら
近
所
の
方

に
挨
拶
を
し
た
り
、
近
所
の
方
が
利
用
者
を
見
か
け
る
と
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
場
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、安
心
、

安
全
な
環
境
の
中
で
、
利
用
者
の
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
で
は
、「
共
同
生
活
援
助
事
業
」
と
規
定
さ
れ
、「
主

と
し
て
、
夜
間
に
お
い
て
、
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
に
お
い
て
相
談
、

入
浴
、
排
せ
つ
又
は
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
う

こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
実
現
し
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

ケ
ア
ホ
ー
ム
ひ
か
り
（
以
下
、「
ひ
か
り
」
と
い
う
。）
は
平

成
21
年
6
月
、
国
分
寺
市
内
に
開
設
さ
れ
た
万
葉
の
里
ひ
と
つ

目
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
す
。
開
設
当
初
は
男
女
混
合
の
定
員

6
名
1
ユ
ニ
ッ
ト
で
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
6
月

に
は
改
装
し
て
、
男
女
6
名
ず
つ
の
定
員
12
名
2
ユ
ニ
ッ
ト
で

改
め
て
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

ひ
か
り
は「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
た
住
み
や
す
い
環
境
」

と
「
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
の
実
現
」
を
大
切
に
、
利
用
者
が

安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
て
、
仕
事
や
余
暇
活

動
で
や
り
が
い
や
楽
し
み
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
か
り
で
生
活
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
元
々
国
分
寺
市
内

在
住
の
方
々
で
す
。
ひ
か
り
に
入
居
す
る
前
も
後
も
同
じ
市

内
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
と
て
も
大
き
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。

平
日
は
ひ
か
り
か
ら
職
場
や
通
所
先
へ
行
き
、
休
日
は
ご
自

宅
に
戻
り
ご
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ひ
か
り
に
入
居
す
る

前
か
ら
利
用
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
慣
れ
て
い
る
職
場
に
通
い
続
け
た
り
、
信
頼
関
係
の
あ
る

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
お
出
か
け
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
利

用
者
の
皆
さ
ん
は
環
境
の
変
化
も
少
な
く
、
住
み
慣
れ
た
街
で

の
生
活
を
継
続
で
き
ま
す
。

ひ
か
り
の
近
く
に
は
、
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
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対 象 者： 国分寺市在住で、共同生活援助の支給決定を受けている方
定　　員：女性 6 名、男性 6 名
行 事 等： クリスマス会、花見等季節行事、誕生日会、その他利用者の

皆さんと話し合ってイベントを実施しています。
そ の 他： 日中の時間帯は、地域社会とのつながりを大切にするため通

所サービス等をご利用いただいています。

ケアホームひかり
（令和 6 年 4 月現在）

ケアホーム
ひかり

写真館
何気ない生活の
ひとコマ

写真館
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　第5回は、精神疾患のある方の自宅

を訪問し、日常生活やこころのケアを

サポートされている 「訪問看護ステー

ションナーシングウィン」小
お
野
の
加
か
津
つ
子
こ
看護

師（写真●左）と角
つの
田
だ
知
とも
子
こ
作業療法士（●右）に

お話を伺いました。
訪問看護

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ（
以
下「
つ
ば

さ
」と
い
う
。）の
研
修
で
講
師
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け

角
田
●
利
用
者
支
援
を
通
し
て
、
つ
ば
さ
の
ス
タ

ッ
フ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
が
自
分

の
利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
思

う
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
時
に
、
も
し
か
す
る
と

支
援
ス
タ
ッ
フ
も
悩
ん
で
い
る
の
で
は
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
か
ら
客
観
的
に
見

え
て
い
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
と
共
有
し
、
利
用
者

さ
ん
へ
の
関
わ
り
方
に
変
化
が
起
こ
れ
ば
よ
い
と

思
い
、
講
師
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

小
野
●
利
用
者
さ
ん
か
ら
対
人
関
係
の
悩
み
を

相
談
さ
れ
た
時
に
「
そ
う
い
う
人
だ
か
ら
諦
め

よ
う
」
と
我
慢
さ
せ
て
し
ま
う
方
法
は
、
そ
の
後
、

相
談
が
し
づ
ら
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
問
題
に

対
処
す
る
力
が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ば
さ
は
、

利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
相
談
の
中
心
と
な
る
場
所

な
の
で
、
我
慢
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ

と
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

角
田
●
ス
タ
ッ
フ
が
、
研
修
で
専
門
的
な
知
識

や
障
害
・
病
気
に
対
す
る
理
解
を
得
る
こ
と
で
、

「
困
っ
て
い
る
人
」
と
い
う
見
方
か
ら
、「
こ
の
部

分
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
人
」
と
具
体
的
に
説
明

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
自

身
が
問
題
点
を
整
理
し
、
分
析
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
研
修
に
よ
る
成
果
だ
と
感
じ
ま
す
。

精
神
科
訪
問
看
護
の
仕
事
や
、

や
り
が
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

小
野
●
訪
問
看
護
と
い
う
と
、
入
浴
の
介
助
や
薬

の
管
理
、
褥
瘡
の
ケ
ア
な
ど
を
看
護
師
が
行
う
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
そ

の
よ
う
な
支
援
も
行
い
ま
す
が
、「
〇
〇
が
し
た

い
」
と
い
う
希
望
を
実
現
す
る
た
め
に
、
薬
や
病

状
を
管
理
す
る
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
か
ら
管
理
さ
れ
て
い
る
生

活
は
、
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
と
て
も
苦
し
く

希
望
を
持
ち
に
く
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
看

護
師
が
行
う
身
体
的
サ
ポ
ー
ト
と
、
作
業
療
法
士

が
行
う
生
活
面
や
環
境
面
の
分
析
の
二
つ
の
側
面

か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん

の
希
望
に
沿
っ
た
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど

ち
ら
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
専
門
性
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

角
田
●
作
業
療
法
士
は
、「
洋
服
を
買
い
た
い
」

け
れ
ど
も
精
神
症
状
が
つ
ら
く
て
外
に
出
ら
れ
な

い
人
が
、
洋
服
を
買
う
た
め
の
ど
こ
に
困
っ
て
い

る
の
か
を
見
つ
け
出
し
、
改
善
で
き
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。
発
達
障
害
の
あ
る
小
学
生
が
、
相
手

の
表
情
を
読
み
取
れ
な
い
た
め
に
友
達
と
の
関
わ

り
方
が
分
か
ら
ず
、
相
手
を
た
た
い
て
し
ま
う
と

い
う
困
り
事
に
対
し
、
訪
問
時
に
相
手
の
表
情
を

読
み
取
る
コ
ツ
を
、
遊
び
に
取
り
入
れ
て
練
習
し

ま
す
。
繰
り
返
す
う
ち
に
「
何
で
友
達
が
怒
っ
て

い
る
か
ち
ょ
っ
と
分
か
っ
て
き
た
」
と
、
成
長
し

て
い
く
姿
を
実
感
で
き
う
れ
し
い
で
す
。

日
々
心
が
け
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

小
野
●
私
た
ち
は
、
訪
問
看
護
の
支
援
者
と
い

う
前
に
、
人
対
人
の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
う
れ
し
い
時
は
一
緒
に
喜
び
、
怒
っ
て
い
る

時
は
一
緒
に
怒
る
。
私
た
ち
が
困
っ
て
い
た
り
辛

い
時
に
、
利
用
者
さ
ん
が
励
ま
し
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
お
互
い
に
影
響
し
合
う
関
係
性
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

角
田
●
一
つ
の
事
業
所
で
は
出
来
な
く
て
も
、
地

域
の
事
業
所
の
様
々
な
職
種
の
方
が
集
ま
り
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
う
と
、
利
用
者
の
希
望
が
実

現
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
、

﹃
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
時
に
、
地
域
の
事
業
所

の
支
援
が
何
層
に
も
重
な
っ
て
、
必
ず
ど
こ
か
と

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
﹄
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
●
国
分
寺
市
で
は
、
利
用
者
さ
ん
の
生
活

の
基
盤
を
医
療
サ
ポ
ー
ト
で
整
え
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
あ
る
地
域
生
活
や
就
労
を
支
え
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
へ
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い

る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
分
寺
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
実
践
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Let's connect at 

Kokubunji City！ 
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介職 員 リ レ ー 紹

次回は我
が

那
な

覇
は

信
のぶ

子
こ

さんの紹介です

前職までは、医療現場で勤務し
ていましたが、違う視点で仕事を
したいと思い万葉の里で働き始
めました。利用者さんには生活の
ベースがあり、そこに支援する人
がいることで、健康な状態を保ち、
地域生活を続けることができます。
看護師として、その健康維持をサ
ポートする大事な役割を担ってい
ると感じています。

医療的ケアを必要としている方
でも、普段は家族が行っているケ
アを看護師が担うことで、たく
さんの仲間と社会参加ができます。
これも看護師ならではの支援だと
思います。家族はもちろん、様々
な分野の専門職が協力し、利用者
さんの生活を支えています。その
連携が、心地よい関係になるよう
に、どんな時でも「コミュニケー
ション」を大切にし、たくさんの
言葉を交わし「協働」していきた
いと思います。

そして、日々元気に通所する利
用者さんと顔を合わせて「おはよ
う」と挨拶をすると、嬉しくて思
わずこちらも笑顔になります。「い
つまでも元気で」をみんなで作り
たいですね！

次回は小
こすぎ

杉 理
おさむ

さんの紹介です次回は志
し
賀
が

美
み
香
か
さんの紹介です

藤
ふじ き
木 佑

ゆう すけ
介

国分寺市障害者基幹相談支援センター
勤続年数：７年
好きな言葉：不易流行
趣味：草野球、麻雀

赤
あかいし
石 直

なおこ
子

看護師
勤続年数：16年
好きな言葉：自分らしく
趣味：ハイキング・温泉

「この人といると、よくわからな
いけど、なんかほっこりする。」
と思われる存在になりたい。これ
は、仕事だけでなく、私生活に
おいても、私の核となる想いで
す。相手が心地良さを感じられる
接し方ができれば、自分も相手か
らプラスのパワーを得ることがで
きます。そうすると物事大抵のこ
とは良い方向に進み、みんなが
Happy になれると思っています。

そのため、自分の表情や、声の
トーン・大きさ、纏っているオー
ラ（雰囲気）などが、相手と接す
るときに圧力とならないように心
がけています。

これまでに出会った人たち、こ
れから出会う人たちみんなに、一
緒にいると「いつも笑顔になれ
る。」「なんか安心する。」と思わ
れるよう、そして私の魅力となる
よう精進していきます。

私がこれまでに出会い、このよ
うな人になりたいと尊敬する人た
ちのように、いつも笑顔で、人を
大切にし、そして後ろを振り返っ
たときに、自分を慕ってくれる人
がたくさんいる、そんな人に私は
なりたい。

学童保育所に勤めていた頃、夏
休みに児童たちと障害者センター
に行ったことが、万葉の里との出
会いです。その時に会った利用者
さんの生き生きとした笑顔が、と
ても印象的でした。障害のある児
童にも多く関わっていたことがご
縁で、障害者センターのショート
ステイを利用していた児童のご家
族から「ショートで働いてみない」
と誘われ、しばらく学童と兼業し
ていました。次第に、障害分野を
専門にしたいという気持ちが強く
なり、本格的に万葉の里の職員と
して働くことになりました。

利用者さん一人ひとりと真剣に
向き合い関わるうちに、得意なこ
とや苦手なこと、好きな食べ物や
飲み物など知ることができました。
また、利用者の皆さんが驚くほど
感性が豊かで、色々なことができ
ることを新たに発見し、私自身が
学ばせていただくことが多いです。

ご自宅やグループホームとは違
った場所で過ごし、笑顔で帰られ
るよう、そして太陽が好きだと思
えるような支援をしていきたいと
思います。「利用者さんの笑顔は私
の宝！」

青
あお
木
き
佳
よし
子
こ

通所支援1課　生活介護事業太陽
勤続年数：4年　
好きな言葉：一期一会
趣味：植木いじり＆大相撲観戦
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編集後記

　昨年のオープンデイ
では、写真撮影のため館
内の巡回をしていました
が、開館前には各フロア
で館内の装飾や販売・展
示の準備を行う様子や、
多目的室では、利用者さ
んが演奏のリハーサルを
行うなど、職員・利用者
ともに真剣に取り組んで
いる姿が見られました。
　また、久々の交流の機
会となりましたが、当日
は多くのお客様にご来
場いただき、地域とのつ
ながりは途切れていない
ことを実感しました。こ
のつながりを大切にしな
がら、これからも地域の
皆さまとともに歩んでい
きたいと思います。

（広報委員会）

～
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
～

い
や
し
け
𠮷
●
●
●
事

よ
ご
と

万
葉
の
里
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
の
17
年
間
、
利
用
者
や
ご
家
族
、
関
係
者
、
地
域
住

民
等
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
国
分
寺
市
障
害
者
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
「
は
ば
た
け
‼
 サ
ン
サ
ン
ゆ
め
ま
つ

り
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
令

和
2
年
度
は
2
月
か
ら
感
染
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
中
止
と
な
り
、
令
和
3
年
度
は
各
施
設
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
結
び
「
お
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
を
工
夫
し
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
4
年
度
は
、
12
月
の
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、
イ

ベ
ン
ト
を
組
み
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
5
年
度
は
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
位
置

づ
け
が
5
類
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
ど
ん
な
イ
ベ

ン
ト
内
容
に
す
る
の
か
。
た
ま
さ
か
こ
の
年
は
い
ず
み

プ
ラ
ザ
の
大
規
模
修
繕
が
行
わ
れ
て
お
り
、
駐
車
場
の

利
用
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、「
は
ば
た
け
‼
 サ
ン
サ
ン
ゆ
め
ま
つ

り
」
か
ら
「
万
葉
の
里
オ
ー
プ
ン
デ
イ
」
と
名
称
と
装

い
を
変
え
、
利
用
者
が
ホ
ス
ト
と
し
て
国
分
寺
市
障
害

者
セ
ン
タ
ー
に
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
普
段
の
様
子
や

利
用
者
の
発
表
等
を
通
じ
て
、
利
用
者
ご
家
族
、
関
係
者
、

地
域
住
民
等
と
直
接
交
流
を
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

で
、
よ
り
身
近
に
活
動
を
知
っ
て
頂
く
イ
ベ
ン
ト
企
画

と
し
て
、
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

万
葉
の
里
で
は
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
評
価
を
頂
け
る
か
内
心
気
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
、
当
日
は
2
0
0
名
を
超
え

る
お
客
様
が
来
場
し
、
当
日
の
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
読
む
と
、「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
ま
た
「
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く

れ
て
い
て
良
か
っ
た
。
未
来
の
力
だ
」「
普
段
の
利
用
者

の
様
子
が
う
か
が
え
、
リ
ア
ル
だ
っ
た
」「
利
用
者
と
話

が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
利
用
者
が
生
き
い
き
し
て
い
る

の
が
良
か
っ
た
」「
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
良
か
っ
た
」
な
ど

概
ね
好
評
で
し
た
。

「
こ
ん
な
や
り
方
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
胸
を
撫
で
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
来
場
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
（
理
事
長
　
室
地 

隆
彦
）
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（広報誌Wordテキスト版）

I N F O R M A T I O N

万葉の里では、利用者の方々の「声」を聞く取組として、第三者評価、利用者アンケートを、毎年度実
施しています。令和５年度は、「国分寺市障害者センター」において、生活介護、自立訓練、就労継続支
援 B 型の三事業、「KOCO・ジャム」においては、生活介護の一事業にて第三者評価を受審しました。また、
地域活動支援センターつばさ、指定相談支援事業、障害児相談支援事業、短期入所・日中一時支援事業にて、
利用者アンケートを実施しました。

二つの取組をとおしていただきましたご意見、ご指摘、評価につきましては、職員間で共有し、今後の
事業運営とサービス向上に活かしていきます。皆様のご協力、ありがとうございました。

なお、評価機構による評価結果は「とうきょう福祉ナビゲーション」のウェ
ブサイトに掲載されております。また、利用者アンケート結果につきましては、
万葉の里ウェブサイトにてご覧いただけます。

第三者評価受審結果と利用者アンケート結果報告について

第三者評価 利用者アンケート


